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　　　　　横浜国立大学構内の昆虫目録（皿）

一甲虫目の追加・訂正および横浜市甲虫相の考察一

大木　裕1）・永野　昌博2）・保科　英人2）・青木　淳一2）

Lis重of　Insec重s　Co藍韮ec重ed韮n　the　Campus　of　Y6kohama　Na重ional　Universi重y（II）

一Addi毛ion　and　Correct塁on　of　Beetle　Species，　wi毛h　Comparative　Cons曼deratio盤of

　　　　　　　　　　　　　the　Beet韮e　Faunas　in　Ybkohama一

Hiroshi　OoKII），　Masahiro　NAGANo2），　Hideto　HosHINA2）and∫un－ichi　AoKI2）

　横浜国立大学常盤台キャンパスは、横浜駅の繁

華街から僅か約7k阻の都心部に位置するが、本学

は保土ヶ谷零露向町から旭区市沢釘にかけて残存

するクヌギ・コナラを中心とした雑木林と並ん

で、横浜市中部に残された貴重な照葉樹林を持つ。

この大学構内の現存植生については藤間ほか
（1994）の報告によって明らかにされているが、生

物群の中で最も多くの種類を含む昆虫綱に関する

調査は不十分である。

　画報（永野ら，2000＞においては構内で採集さ

れた昆虫綱全般のリストを作り、神奈川県下での

希少種などについての考察を行なった。本報では、

回虫綱の中でも甲虫目に特定し、2000年に新たに

採集された種の追加並びに前報の種の訂正を複数

の専門家に依頼して行った。更に本報は、最近発

表された横浜市南部の円海山の甲虫相（円海山域

自然調査会，2000＞の資料ならびに横浜市北部

（田尾，ユ984；田尾ユ985；大木ら，未発表）・川崎

市（倉形，1993）の甲虫相に照らして、横浜市中

部に位置する本学の甲虫梢の比較を行い、構内に

山守する甲虫類の横浜市における稀少性および分

布状況について考察を行なう。

　なお、甲虫の同定にご協力いただいた鈴木亙氏、

塩崎容正氏、森田誠司氏および追加覆の標本をご

提供していただいた島野智之氏、阿部渉氏の諸氏

に深く感謝の意を表したい。

、前報の訂正および追加された種のリスト

＊「一」は前報（永野ら，2000）の誤同定種，「＋」は訂正および追加種，「・」は前リストにすでに記載

　されている種を表す．

＊個体数の欄で記載がないものは1個体のみの採集．

　　　　　　　　　　トンボ目　ODONATA

ヤンマ科　Aeschnidae

十　ギンヤンマ　加ax　par曲eηope釦〃ロs　Brauer

オニヤンマ科　Cordulegasteride

十　オニヤンマ　刃ηo亡ogas亡er　sfebold∫f　Selys

（日付〉 （採集者）

13／Sep／2000　保科　英人

9／Aug／2GOO　　　｛呆零斗　　英ノ、

三6／Aug／20GO　保科　英入

（個体数）

1）横浜市青葉区荏田北2－17－13

　2－17－13Edakita，　Aoba－ku，　Yokoh段ma，225－0015Jap謎n

2）横浜国立大学環境科学研究センター　土壌環境生物学研究室

　Dep飢ment　of　Soil　Zoology，　Institute　of　Environmental　Science　and　Technology，　Yokohama　National　University，

　Yokohama，240－85013apan

　（2000年1瑚！日受領）
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トンボ科　Libellulidae

十　マユタテアカネ　Sy81ρe亡R盟i　erodαln～erodcロπl　Selys 5／Oct／200Q　保科　英人

　　　　　　　　　　　　カメムシ目　HE刷PTERA

カメムシ科　Penntatom温ae

一　ミナミアオカメムシ　陥zara　vlrldロ1a（Linnaeus）

十　　　　L一一一一→アオクサアオカメムシ　1艶zara　aη亡eηηa亡a　Scott

7／Ocも／1999　水谷　吉勝

　　　　　　　　　　　　コウチュウ目

オサムシ科　Carabidae

　　マルガタゴミムシ亜科　Zabrinae

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

COLEOPTERA

ヒメッヤマルガタゴミムシ　加ala‘Oe〃a21αcldlssf測a　Ba｝ianiほ932　　　　27／Oc宅／1998　大木　裕

ニセコマルガタゴミムシ　瘤1ara（8ra（む〆亡こ1s）s∫ηロ飢fco〃∫s　Morawitz，圭863

ゴモクムシ璽科　Harpalinae

ニセクロゴモクムシ　1伽pa1こ’s（Pseロdo（～ρhoηロs♪s∫卯〃cfdeηs　Schaubergeご，1929　21／Ocも／1999　大木　裕

　　　L一『→コゴモクムシ　1伯1：ρaんs（Pseαdoαρん。ηαs）亡r1ゴeηs

　　　　　　　　　Morawitz，1862

イッホシマメゴモクムシ　S亡eη010ρ加s伽dエリ珊a，qに’加q卿αsω1a亡ロs（Wiede副an漁，1823）10／Aug／2000　永野　畠博

スナハラゴミムシ亜科　L1cin沁ae

チビカタキバゴミムシ　βadfs亡erηヨkay捌a1孔｛orita，1992　　　　　　　　　　7／Oct／2000　保科　英人

アオゴミムシ亜科　Ca｝listmae

アトワアオゴ．ミムシ　α21ae’11αs（Pac11yd1ηodes♪vllgロ／∫艶r　Chaudo　i　r，1876　　20／Aug／1997　ガ〈野昌「縛：

　　　一旧レオオアトボシアオゴミムシ　αユノヨeηf乙1s（励〃och／aθη加s）

　　　　　　　　　加1caρs　（Fabricius，1792）

アトボシアオゴミムシ　α！1ヨeηfαsζ11ヨe刀c1辺sクηaev∫ger湿orawkz，1862　　　15／Aug／1999　永野昌博

　　　L一一一→ムナビロアトボシアオゴミムシ　α1／aeη加s伊ac1】yゴ加odes，

　　　　　　　　　亡α18agoρoderαsα～aαdo∫r，1876

アトワアオゴミムシ　αガaeη1乙’s（Pachyd∫ηodes♪v∫馴／∫fbr　Chaudo　i　r，1876　　10／Aug／2GOO　永野昌博

オオァトボシァオゴミムシ　α1／aeη加s倫）〃oc1】ノaeη加sク加caηs（幽brfcfμ5，1792＞　8／Sep／2000　永野　昌博

ホナシゴミムシ亜科　Perigoninae

クロズホナシゴミムシ　Pe1・fgonaぼrec11／cロs♪η∫grlceρs①ejean，183主）　　　　2／Aほg／2GOO　永野　晶．博

ッブゴ．ミムシ亜科　Pentagonici漁ae

クロッブゴミムシ　Peη亡agoη∫∂sロbcoz’ゴfco〃∫s（Bates）　　　　　　　　　　7／Oct／2000　保科・英人

アトキリゴミムシ亜科Lebi．　inae

キボシアトキリゴ．ミムシ　舶。〃～o亡arし’s　5亡∫即ロノa（Chaudoir）　　　　　　　　　7／Oct／2000　保科　英人

エンマムシ科Histeri4ae

　　エンマムシ亜科Histerinae

十　エンマムシ　飽ro削s亡er／eke〃α｛arseul，1857＞ 2／Aug／2000　永野　昌博

ムクゲキノコムシ科　Pti磁dae

＋　メナシウス．イロムクゲキノコムシ　／）亡∫ηe〃aπ1e加r∂Kuboね，1943

＋　コゲチャナガムクゲキノコムシ　Pteηfdfuη｝ゴapoηfcum　K．Sawada，1965

9／Aug／2000

9／Aug／2000

7／Sep／2000

7／Oct／2GGO

保科英人

保科英人

保科墨入

保科英人

タマキノコムシ科　Leiodidae

十　オチバヒ忍草マキノコムシ　Oo／eη∫sfaごerreηa　Hisa皿atsu，1985 9／Aug／2000　保科　英人

7／Sep／2000　　　イ呆禾三｝・　毒芝ノk

7／Oct／2000　保科　英人
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ハネカクシ科　Staphylinidae

　　ヒゲブトハネカクシ亜科　Aleocharinae

十

十

十

十

十

十

ヒゲブトハネカクシsp．1　／1／eocllara　sp．1

ヒゲブトハ不カクシsp．2　劃eochara　sp．2

メダカハネカクシ亜科　Steninae

キアシホソメダカハネカクシ　5亡eηこ’s伊a姻s亡eηαs♪1・㎎’1ρenηfs　Sharp，1874

アリガタハネカクシ亜科Paederinae

オオマルズハネカクシ　Oo躍eηe　crassfcom∫s（Sharp，18簿）

ハネカクシ亜科　StaphyiiBinae

ヘリアカバコガシラハネカクシ　勘∫10尻ロsso〃dαs　Sharp，1874

クロハネカクシ　Ocypロs¢raπめσαse∫cfηfgroaeηeロ5　Sharp，1889

　　　L一一一クロサビイ日脚ネカクシ　Ooyρロs　le瞬s加s　Sharp，1874

チビツヤムネハネカクシ　1把亡eroεノ1（2ρs　cogηa亡αs　S絵rp，1874

タマムシ科　Buprestidae

　　チビタマムシ亜科　Trachyinae

十　マメチビタマムシ　祖廟。ゐysτe1亡亡er∫Obenberger，1930

十　クズノチビタマムシ　Trac1ユys　aατ∫co〃fs　E．Saunders，1873

コガネムシ科　Scarabaeidae

　　スジコガネ亜科　R慌ehnae

十　アオドウガネ月ηoπlala　a1加ρ〃osa　a1加ρ〃osa（Hope，1839）

十　アオウスチャコガネ　月埋〃ρρe∫亡ノ，a∫」］亡e1コη∫x17∂（Arrow，1913）

　　ヒラタハナムグリ亜科Valginae

一　トゲヒラ縞馬ナムグリ　ρasyvalgαsωわerc副a亡こ1s（Lewis，1887）

＋　　　　L一一一→ヒタラハナムグリ　N∫ρρoηova／9ロs　a㎎ロs亡fco1〃s

　　　　　　　　　　　a㎎ロs亡1col／fs　（Waterhouse，1875）

コメツキムシ科　Elateridae

　　サビキコリ亜科Pryrophorinae

＋　ホソサビキコリ　刃grypηロs　6a厨kfkorfロsフfu〃gfηos器（Caadeze謹865＞

　　クシコメツキ亜科・酬elanotinae

十　クロクシコメツキ　旋1aηo亡ロs（施1ano加s，　seη〃1s　sθn〃fs　Candeze，1865

　　ベニコメツキ亜科　DenticoHinae

＋　クロツヤハダコメッキ龍π～fcrερfゴ加s伊seα〔fa酌。αs／sθcessαs　secessロs

　　（CaRdeze，1873）

2／Aug／2GOO　永野　昌．博　　2

2／Aug／2000　永野　昌博　　4

18／Jul／2000　　　婿ミ季｝　英ノ㌦

18／Ju1／2000　　　保零1’　妻芝ノ、

2／Aし1g／2000　　　永野　　昌博　　　　3

16ハlay／1997　永野　昌博

18／Jul／2000　保科　英入

7／Oct／2000　　　ナk野　　　昌㌻尊

生3／Oct／2000　大木　裕

2／Ju…／2000

6／∫ul／2000

圭0／Aug／2GOO

14／Aug／2000

4／Jul／20GO

永野　昌博

永野　昌博

永野　昌博

永野昌博

永野昌博

2ハiay／1997　大木　裕

2000年7月？日　永野　昌博

29／越ay／20GO　　　＝ノくフ1く　　業釜

4

カツオブシムシ科　Der魚estidae

　　カツオブシムシ亜科　Dermestinae

一　ケアカカツオブシムシ（？）Oe㎜es‘es亡essella亡oco1／∫s　Motschulsky，1860（？）13／Aug／1999　永野　昌博

＋　　　　一一一一一一レカドマルカッオブシムシ　Oe1η～es亡es　haeη10rガ⊇ofぬ〃s

　　　　　　　　　　　Kuster，1852

ホタル科　Lampyridae

　　クシヒゲボタル亜科　CyphGnocerinae

十　ムネクリイロボタル　Cyρhonocerus　ruficoms　KiesenwetteL　1879 5／Jun／2000　　　かく里予　　昌博
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ケシキスイ科Nitidulidae

　　ケシキスイ亜科　断tidulinae

＋　マルキマダラケシキスイ　5亡θ〃do亡a田しf／百g乙f亡亡a亡a　Reitter，1877

七二キノコムシ科　Eroty正idae

　　ホソガタオオキノコムシ亜科　Dacninae

十　セモンホソオオキノコ　ρaCDe　pfc亡a　Crotch，1873

　　オビオオキノコムシ亜科　MegalodaCRinae

一　ミヤマオビオオキノコ　伽fsc3ρ～1a　go1カ∂〃11　Lewis，1879

十　　　　L一『→ヒメオビオオキノコ　琢）ゴscaρha　fσr亡mff　Crotch，1873

　　チビオオキノコムシ亜科τritonlinae

十　アカハバビロオオキノコ　Abo亡r1ρノヨx　1θ醒slf（Crotch，圭873＞

テントウムシ科Coccinellidae

　　メツブテントウムシ亜科　Sticholotidinae

十　クロッヤテントウ　5era㎎fと副ノaρoηノ。骸Cllapin，1940

　　ヒメテントウムシ亜科　Scy漱ina

十　クロヒメテントウ　5cyπ1ηαs／p乙～〃ロs，ノ8ρoη∫α’s　Weise，1879

　　クチビルテントウムシ亜科Chiiocor1nae

十　クロテントウ　艶／5∫〃11aη198r（Weise，1879）

十　ヨツボシテントウ　P1～y田a亡osオe1刀乙1s／el再s11（Crotch，1874）

29／May／2000　　　ブく木　　宇谷　　　　　　2

6／Sep／2000　　　永壁董　　経【†導

！3／Gct／200G　大木　裕

3／May／1997　　　オく墾予　　贔1専

28／Sep／｝993　　　1∫町音1～　　ギ歩

28／Sep／1993　　1珂部　　渉

28／Sep／1993　　1珂部　　渉

28／Sep／1993　　　1∫巨「音1～　　～歩

13／Oct／2000　　　＝大こオく　　業谷

3

2

ゴミムシダマシ科　Tenebrio盃dae

　　キノコゴミムシダマシ亜科　Diaperinae

十　モンキゴミムシダマシ　0∫3ρθr∫slel｝・ノs∫1aヴ∫sf　B飢es，1873　　　　　　　　13／Oc∀2000　大木　袷　　　12

　　ナガキマワリ1臣科　StrongyHinae

一　ハネナシセスジキマワリ　5‘1’01】gy〃乙’〃r加arseこ1〃Lewis，1894　　　　　　　　　4／Jul／1994　島野　智之

・　　　　L州レセスジナガキマワリ　5猷。ηgγ〃‘田7α11亡e／la亡ロη1　Ma羅沁，1864

ナガクチキムシ科　Melandryidae

　　ナガクチキムシ亜科Me｝andryinae

十　ビロウドホソナガクチキ　P1がoeo亡1ya　oかcn11刀（Lewis，1895） 圭0／jun／三995 智之

カミキリムシ科　Cera滋bycidae

　　カミキリ烈i孝i｝Ceranlbycime

一　スギカミキリ　5eπ’aηo亡こ1s／aρo加。αs（Lacordaire，1869）　　　　　　　　　　　23／Apr／1998　永野　愚．博

十　　　　一一一一→ヒメスギカミキリ　Pa／aeoca1〃d∫乙’∬～‘Oa1〃dfe〃乙班7，　rαf1ρeηηθ（Motschulsky，1860）

　　フトカミキリ亜科・Lanliinae

＋　ビロウドカミキリ　～始alolep亡a　frau（1a亡rfx　f1’aロda亡rfx（Bates，圭873）　　　　　　16／Jun／200Q　　永野　島博：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20／Ju｝／2000　永野　昌博

＋　カタジロゴマフカミキリ　漉sosa伊erf〃esosaク11∫rs‘1亡a　1エ11・s厩a　Bates．1884　　8／Aug／2000　永野　昌．博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14／Au霧／2000　　　ナ｝（塁予　　昌．を専＝

十　ガロア．ケシカミキリ　Exoce肛rこ1s伽oceηロー召s♪ga〃01s／Matsuslユita，1933　　10／Aug／200G　永野　li蚤博

ハムシ科　Chrysomelidae

　　ハムシ亜科・　Chrysonlelinae

一　クロルリハムシ　αuyso／1ηa　yezoeηsls（孔latsu揃ura，1911）　　　　　　　　　　2／May／1997　大木　裕

・　　　　一一一一→クロウi♪ハムシ　窺’JacOρho12ηfgrfρeηηfs鯖。亡schulsky，1857

　　トビハムシ亜利・Alticinae

十　クロボシトビハムシ　五〇’碧1酸rsロsわ∫田aoロ1a亡と～s（Baly，1874）　　　　　　　　　　　7／Ocヅ2GOO　大木　粍｝

1♀

1♂

1♀

生♀

1♀

2
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　サルハムシ亜科・Eunlolpinae

十　ドウガネサルハムシ　5celodo肛a　le蝦s〃Baly，1874 7／Oct／2000　　　プ（フ重く　　業釜

ヒゲナガゾウムシ科　Anthribidae

一　コモンマダラヒゲナガゾウムシ　L1‘ocerαs加α1亡∫g磁亡a亡ロs（N欲ane，1963＞　　　4／Jm／1997　大木　裕

＋　　　　」一一一一一←キスジヒゲナガゾウムシ　践P17aロ〃η1fa　de飯〃s（Sharp，189D

ゾウムシ科　Curculionidae

　クチブトゾウムシ亜科　E就i面nae

一　ヒラズネヒゲボソゾウムシ　Pllylloわ∫賂（Plly〃。わ加s）f肛摺sロs　Kono，19ご茎8

十　　　　一｝一一一一レヒゲボソゾウムシsp．1／ツ1y〃。厨ロs　sp，1

一　ヒゲボソゾウムシsp．　Plly〃ob∫αs　sp．

十　　　　L→ヒゲボソゾウムシsp．2　P／1y〃。飯αs　sp，2

十　チビヒョウタンゾウムシ　晦osfdes　serfe’】fsρ∫d雌RoelQfs，1873

十　スグリゾウムシ　Pse召docηeo功加［’s　blfasdaωs　Roe｝ofsほ879

　ノミゾウムシ亜科　Rhynchaeainae

十　カシワノミゾウムシ　01℃11es亡es　rOrd1es亡esクノaρoηfcαs　l釦stache，1920

　シギゾウムシ亜科　Curcuhoninae

十　レロフチビシギゾウムシ　0αrcα1∫o　roe／ofs1（卜lei｝er，1927）

　オサゾウムシ亜科　Rhynchophorinae

十　トホシオサゾウムシ　殴plo亡es　roelofs1（ChevrQlat，1882）

2G／May／1999　　　プk畢｝　　畠．隊

圭8／Jun／1999　永野　昌博

6／Apr／1994　　　　　　　　　箋1之

7／Oct／2000　　　プくフ1く　　率釜　　　　　　2

圭3／Oc宅／2GOO　　　ブ（フ1く　　孝谷

28／Sep／20GO　　　「主音「三　1歩

28／Sep／2000　　　1‘口∫覇～　　1歩

3

　　　　　　　　　　チョウ目　LEP　I　DOPTεRA

ジャノメチョウ科Satyridae
十　サトキマダラヒカゲ龍ope　gosdエkev∫亡sc1ユ∫∫（瀧netries） 17／Aug／2000　　　ブk墨予　　1塁．博

il．構内に生息する甲虫類の希少性について

　2000年4月の渡　弘・久保浩一らによる調査の

結果、横浜市の二部に位置する円海山に生息する

甲虫類の種のリスト（円海山域自然調査会、2000）

が発表された。この円海山の甲虫リストは圭0年頃、

上にわたる調査にもとづき、同定された種だけで

も1522種が記録され、横浜市最高峰の円海山およ

び横浜市南部地域の附加栢の大部分が明らかにな

った。一方、横浜市北部およびそれに隣接する川

崎市の一部の甲虫相については、大木らが作成中

であるが、現段階ですでに1100種を越えている。

　回報では、上記の円海山の甲虫穏リストをベー

スに、横浜市北部での採集例の知見と照らし合わ

せて、横浜国大構内の甲虫類に対し、現時点にお

ける神奈川県東部平野部の甲虫相としての希少性

について考察を行なう。

1｛一1．円海山の甲虫類リストに記録されていな
し、孝重　（10種〉

①ニセコアオマルガタゴミムシ：横浜市北部では

　多くの採集記録があるが、他での記録は少ない。

②チビカタキバゴミムシ：青葉区鉄町（当蒔は緑

　区）の！例のみ（田尾美野留，1988）

③アリノスコブエンマムシ：本学構内が、横浜市

　における唯一の採集報告地で、神奈川県内でも

　2地点（愛川町）でしか記録がなく、日本にお

　いても！0例のみである。

④ニセドウガネエンマムシ：平野（1995）によれ

　ば、県下の各地に生息しているとのことである

　が、横浜市での採集報告は本報が唯一であり、

　川崎市においても黒川で1例のみ。2000年にも

　構内で永野によって2頭採集されている（2000

　年8月7日と10月7日）。

⑤カドマルカツオブシムシ：横浜市では本報が初

　記録。

⑥カバイロコメッキ：横浜市では本報が初記録。

⑦マルクビクシコメッキ：横浜市北部では個体数

　は少なくない。

⑧セグロツヤテントウダマシ：横浜市での採集報

　告はなく、横浜市周辺ではかなりの稀少種。

⑨チビタケナガシンクイ：横浜市では本報が初記

　録。

⑩アオヒゲボソゾウムシ：横浜市北部では少なく

　ないが、なぜか円海山のリストには載っていな

　いQ

　保育社の甲中図鑑に従って、アオヒゲボソゾウ

　としたが、カントウヒゲボソゾウとよばれ、将

　来独立種になるものと考える。

①と⑦および⑩を除く7種はいずれも神奈川県東

　部の平地では稀少な種類と考えられる。
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ii－2．円海山の甲虫類リストで1～2例の採集

報告しかない種（6種）

①キイロァトキリゴミムシ：円海山でも！例しか

　採集されておらず、横浜市としては稀少と考え

　られる。

②二三マルガタゴミムシ：円海山で2例。青葉区、

　鶴見区でそれぞれ数例が知られているだけであ

　る。

③ムネァカセンチコガネ：円海山では2例のみ。

　横浜北部／中部では、緑区つつじヶ丘、青葉区

　美しが猛、青葉区あざみ野など数例にすぎない。

④アナバケデオネスイ：円海山と青葉区寺家町に

　1例ずつ記録があるのみである。

⑤セズジナガキマワリ：円海山では1例のみであ

　る。横浜市北部でも数例のみである。

⑥クチカクシナガクチキ：円海山では！例しか採

　集されていないが、横浜市　緑区・青葉区では

　個体数は決して少なくない。構内においても枯

　れ枝のビーティングで3個体の採集例と多くの

　目撃を得ている。

　⑥を除いた5種は横浜市全体を通しての稀少種

　と考えられる。

ll－3．横浜市において個体数が急激に減少して

いる種（2種）

①トラフカミキリ：円海山でも急激に数を減じて

　いる。横浜市北部・中部の他の報告例を見てい

　ない。

②シロスジカミキリ：クリ林での割り出し等で記

　録されているが、横浜市北部に関しては、クリ

　林以外の環境ではほとんど採集されていない。

II－4．円海山においては比較的多く採集されて

いるが、横浜市北部では採集報告の少ない種（17
種）

①キンナガゴミムシ（湿地が消滅）②ムナビロア

トボシアオゴミムシ（もともと南方系）③クロッ

ブゴミムシ④アオヘリアトキリゴミムシ（クロヘ

リアトキリゴミムシが支配的）⑤キボシアトキリ

ゴミムシ⑥エンマムシ（全国的には普通種だが横

浜市においては少ない）⑦オオスジコガネ（生息

していそうな環境が少ない）⑧アオグロナガタマ

ムシ⑨ツマアカマルハナノミダマシ⑳イガラシカ

ッコウクリシギゾウムシ⑫イボタロウヒゲナガゾ

ウムシ⑬ルイスセスジハネカクシ⑭セマルチビヒ

ラタムシ⑮サシゲチビタマムシ⑯シュロゾウムシ

⑰ヤノシギゾウムシ

⑬から⑰までの5種は、全国的にも普通種で、円

海山においても掴丁数が多く採集されているた

め、今後横浜市北部でも多くの個体が生患、してい

る場所が見つかる可能性はある。しかし、現在ま

での横浜市北部での採集記録はほとんどない種で

ある。

ll－5．円海山では比較的少ないが、横浜市北部

では少なくない種（4種〉

①シロヒゲナガゾウムシ②コスナゴミムシダマシ

③アカイロテントウ④セモンホソオオキノコムシ

川．構内の生息種の横浜市における分布状況によ

る分類

　Rで述べた円海山（円海山域自然調査会，2000）

および横浜市北部（大木，未発表）の甲虫相と本

校内の甲虫相の比較結果から、本学構内で採集さ

れた247種の分布状況を考えると表1のようにま

とめられる。

　以上のことから横浜国大の甲虫相と本学構内を

除く横浜市全体の甲虫相とを比較すると以下のよ

うなことが特徴としていえる。

1）全体の約6％（247種のうちの圭5種）が横浜

　　市においては稀少種もしくは急減種である。

2）40種（16％）は横浜市三部もしくは北部のい

　　ずれかにおいては採集しにくい種である。

3）稀少種15種を除いて考える時、横浜市北部で

　　の採集例の少ない種と円海山での採集例の少

　　ない種の比率は！7：8であり、かなり北部で

　　の採集例が少ない種の割合が多い。これは横

　　浜市北部では少ないシイ・カシ・タブ類が本

表1．横浜国大構内で採集された甲虫類の分布状況の分類

分布上の特性 合計種数

a）横浜市全体を通して稀少もしくは急速に減少していると考えられる種

　　　　H－1の23456⑧⑨の7種、H－2の①～⑤の5種、　H－3の全2種
b）横浜市北部では稀少もしくは採集例が少ない種だが、円海山では少なくない種

　　　　∬一4の全17種

。）円海山では採集例が少ないが、横浜市北部では少なくない種

　　　　匹！の①⑦⑩、H－2の⑥、　L5の全4種

d）横浜市全体を通して広く分布している種

！5種

17種

8種
207種



学構内で広く生育していることが要因と推測

される。

iV．土壌性甲虫類からみた横浜国大の自然環境

　大学構内の土壌昆虫、特に甲虫類に関しては、

本資料には記録しなかった未同定の種もいくつか

含まれる。データ不足は明らかであるが、著者ら

の個人的な採集経験もふまえ、誤解を恐れずに推

察したい。

　土壌甲虫の中で、最も大きい種油を持つのはハ

ネカクシ上科とゾウムシ上科である。このうちハ

ネカクシ上科に注目すると、結論から言えば、大

学構内の土壌性ハネカクシ上科相は、貧弱である。

前述したように、未だ調査が不十分で、また、も

ともと関東地方における土壌性ハネカクシ上科の

種数は、一般的に西日本のそれと比べて明らかに

種数が少ないことが知られているので、大学構内

のファウナについて、単純に論じることはできな

い。しかし、今までの調査では、採集された土壌

性ハネカクシ上科は、未同定のものも含め、20種

以下である。この数字は、著者の一人保科の個人

的経験から言えば、明らかに低い数字である。ま

た、後翅を欠く種が、全く採集されなかったこと

も注目に値する。ただし、分類群によっては、土

壌性ハネカクシ上科全体の総数と同様、関東地方

では後翅を欠く種がもともと少ない場合がある。

例えば、タマキノコムシ科澄ga亡耐面ロπ1属
目ga亡短d∫ロη1亜属では、西日本では10種もの後翅

を欠く種が分布するのに対し（Hoshina，1999）、

紀伊半島以東では全く見られない（保科ら、2000）。

しかし、オga亡hfd加側面の別亜属のぬoceわ1eで

は、群馬県より後翅を欠く種の記録があり
（Ange　h癌＆De　Marzo，1990）、また著者の一人

保科も関東地方の他の地域では、後翅を欠くハネ

カクシ上科の甲虫を採集しているので、大学構内

で後翅を欠く種が全く生息していないことは、や

はり特徴の一つに挙げられよう。この特徴は、

Nomura　e亡a！．（in　press）が東京都皇居からハ

ネカクシ上科を！30種記録しながら、後翅を欠く

種の記録が全くなかったことと共通する。No田ura

e亡a1。（in　press）が指摘するように、過去に一

度森林が破壊されると、大きなダメージを受けた

ハネカクシ上二相は、森林の再生とともに、周り

の環境から、まず移動能力に秀でた種が徐々に侵

入してくることにより、回復していくものと思わ

れる。したがって、関東地方の低地のように周り

の環境の都市化が進めば、後翅を欠く種の國復は

ほぼ不可能であると考えられる。今後の大学構内

の土壌ハネカクシ上科の種数が、増加傾向に向か

うのか、あるいはすでに横這いに達したか、逆に

減少方向に向かうのか、興味深いテーマであると
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考える。

V．考察および今後の課題

　盟に挙げた本学構内の甲虫相の特徴1）から3＞

ならびに、Wで述べた土壌性甲虫の特徴から本学

構内の甲虫類の分布過程を考察すると以下の3つ

に大別される。

　A）多摩丘陵から三浦半島にかけての丘陵地帯

　　に古くから分布していたが、近年の都市化に

　　伴う自然破壊により本学構内に孤立化した形

　　で生き残っている種

　B）旧保土ヶ谷カントリークラブ以後の修復さ

　　れた環境に周辺の消え行く生息地から流入、

　　定着した種

　C）本来横浜市八部に生息していなかったが、

　　地球温暖化などの影響もしくは外来種として

　　の侵入により分布を拡大させた種

のいずれかに該当すると考えるのが妥当であると

考えられる。

　どの種、もしくはどのグループが上記のA～C

に属するのかを論ずることは、大きなテーマであ

り、今後の本学構内および横浜市周辺の甲虫相の

更なる解明に基づいた比較が必要である。

　現時点で本構内の甲虫が上記のグループA～C

に属するかついて考察すると

　1）H－1で述べた横浜市全体をとおしての稀

　　少種は、本構内に比べれば、はるかに大規模

　　な自然環境がまだ残されている横浜市全体と

　　しても採集しにくい種と考えられ、三一ユの

　　aの15種は上記のグループAに大別されると

　　考えられる。ただし、グループAの典・型であ

　　るハナカミキリ類は現段階の調査では記録が

　　ない。

　2）グループBとCは本構内にとっては、広義

　　の侵入種であり、BとCの違いは横浜市周辺

　　にもともと生息したファウナが環境回復の過

　　程で戻ってきたものであるのか、関東地方一

　　円での傾向としての狭義の侵入種であるかの

　　違いである。すなわち、Cのグループにたい

　　しては、神奈川県もしくは、関東地方という

　　領域にたいして、侵入種であるというコンセ

　　ンサスが得られているものが多い。たとえば、

　　Cのグループに該当する種については、本構

　　内ではブタクサハムシのような外来種が挙げ

　　られる。他にもまだ採集されていないが、コ

　　ルリアトキリゴミムシも保土ヶ谷区では少な

　　くないのでいずれ採集できるものと考えてい

　　る。ハイイロヤハズカミキリ、ヨツズジトラ

　　カミキリを北上種、テッイロヒメカミキリを

　　都市化に伴う急増種と考え、③のグループに

　　位置：付けてよいと考えるQ
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図1　横浜市周辺の森林層の変遷

3）木学構内は横浜市中部および北部の有数の

　シイ・カシ・タフ煩の照葉樹林が存在するこ

　とから、賂菓樹林が多く残る横浜市南部では

　少なくないか、照葉樹林帯がほとんと残って

　いない横浜市北都では稀少もしくは採集例の

　少ない種が本学構内のリストには多く含まれ

　ている。（H－4の17鍾）一方、Wで述べた

　土壌性甲虫において移動能力の乏しい種、つ

　まりは一一度その環境で絶滅してしまうと回復

　が困難な種の記録が本字構内にないことも留

　意すべき点であり、本学構内が一反はコルフ

　場であった際に大規模な自然破壊があったと

　いうことの証とも考えられる。それにもかか

　わらず∬一4の17種が生患していることはこ

　れらの中にBのクループの具体例か含まれて

　いること、すなわち修復された環境に対して

周りに残された照菓樹林からの侵入があった

　ことの証と考えることができる。表！の甲虫

相の嚇徴は図1に示す横難市周辺の植物椙の

変遷をよく反映していると言える。この考え

　に立って考える鴫、環境の修復が周辺の環境

級壊よりも早いrlも期であったことは大変幸運

　なことであり、当IIもの関係者の慧眼に敬慈を

　表したい。しかしながら、Wの土壌性甲虫に

おいて移動能力の乏しい種、つまりは一度そ

の環境で絶滅してしまうと國復が困難な種の

記録がないことも留音すべき点である。

4）現鯖点での甲虫種煩数は247種であるが、

　多くの甲虫頚か集まるクリやカエテの開花鴎

　　期に採集を行っていないことや、ハネカクシ

　　羽　ハムシ羽　ソウムシ訓などの多くの種煩

　　がいるクループの調査不足を考慮すると甲虫

　　たけでも今後さらに100種から200種は記録さ

　　れると推‘鯛される。

　木学構内の甲虫相を、更に言羊細に上記のような

分布過程の違いで解析することは、一度破壊され

た都市都の環境の回復に伴う甲虫稽の回復の二二

例を提供してくれることに繋がっていくものと考
える。
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